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日展をはじめとする展覧会に作品を出展するほか、書塾等で子どもから大
人まで幅広い年齢層に書を教えていらっしゃる竹内勢雲先生。高校教諭や
小学校での特別講師の経験をおもちということで、小学校の書道指導で心
がけたいことについて教えていただきました。

ほめることで、書道が「好きになる」
指導を心がけています

　小学校1年生の時、母の勧めで書道
教室に通い始めました。それから50年
にわたって先生の指導を受け、今こう
して書の道を歩んでいるのは、先生の

「上手にほめる」指導法の賜物だと思っ
ています。
　書道教室では、先生はいつも子ども
たちに対して「きみは天才だ」「秀才だ」
とほめてくださいました。そんな風に
ほめられて気分の悪い子どもはいませ
ん。先生に「自分はうまいんだ」と上手
に思い込まされた私は、書道がどんど
ん楽しく、おもしろくなっていきました。
　書とは、いくら上達しても、上の立
場の人から見れば、「まだまだだな」と
思われる所があるものです。
　それは子どもたちも同じで、たとえ
どんなに上手な子でも、専門的見地か
ら見れば未熟なところはたくさんあり
ます。それを一つひとつ直していくや
り方もあるのですが、私は「基本的にほ
め、少ない箇所で、できれば一箇所だ
け直す」指導を心がけています。もちろ
ん、子どものレベルや食らいつき度に
応じて、少し厳しめに指導することも
ありますが。
　「好き」という気持ちは、何かをする
上でいちばん大事なことです。ほめら
れることで、「書道が好き」という気持
ちが芽生え、おもしろさを感じられれば、
自然に努力するようになります。最後
は必ずその子なりの上達が見られるよ
うになっていくでしょう。

基本の技法を身につけることと
なぜそうするのかを教えることが大事

　スポーツなどの習い事では、フォー
ムの大切さについてよく指導されます。
正しいフォームが身につけば、最初こ
そ失敗が続いても、必ずできるように
なります。
　これは書道も同じです。小学校の書
道では、書道を楽しいと感じさせると
ともに、基本の技法をしっかりと身に
つける指導が大事だと思います。
　私は教室のはじめに、毎回、ウォー
ミングアップとして、半紙に「縦・横・
右払い・左払い」を書かせています。初
めはうまくいかなくても、くり返して
続けていくうちに、これらの基本が必
ずできるようになってきます。
　また、子どもたちが納得できる指導
をすることも大事だと思います。例えば、
筆はまっすぐにもつことが基本ですが、

「もちなさい」と指示するだけでは、そ
の理由がわかりません。そこで、筆を
まっすぐもって半紙にグッと押さえつ
け、手を離してみます。すると、筆が
ピョンと大きく飛び跳ねます。その様
子を見せながら、「ほら、筆ってこんな
に弾力があるね。字は、この弾力を使
って書くんだよ」と説明すれば、子ども
たちは「そうなんだ！」と納得するでし
ょう。
　ただ「書きなさい」と教えるのではな
く、「なぜ、そうするのか」を説明して
いくと、子どもたちの理解が深まり、
書道がより楽しくなると思います。

先生自身が楽しんで教えれば
子どもの反応は変わるはず

　私は特別講師として10年間、京都の
小学校で授業を行ってきました。
　授業では文字について、甲骨文字、
篆
てん

書
しょ

、隷書、草書と行書、さらに楷書と、
美しい姿として完成するまでの歴史を
紹介することがありました。小学生に
は難しい内容だと思われるかもしれま
せんが、「文字は多くの先人の汗と涙が
込められた努力と知恵の結晶なんだ。
だから、ぞんざいに書いてはいけない
んだよ」と話すと、興味をもって聞いて
くれました。様々な字体がまとめられ
た「書道字典」を見せると、みんな興味
津々で、気に入った字体を自分で書い
てみようとする子どもがたくさんいま
した。
　小学校の先生は全教科を指導しなけ
ればならないので、準備が大変だと思
います。時には、先生方がそれぞれ得
意にしている分野の内容をからめて教
えてみてはどうでしょうか。子どもた
ちは楽しいことが大好きです。先生が
楽しそうに話してくれることなら、内
容が少し難しくても、おもしろがって
聞いてくれるでしょう。
　また、自分一人で全てのことを教え
ようと気負わなくてもいいと思います。
学習内容によっては、必要に応じてプ
ロの力を借りることも可能です。書道
で言えば、地域の書道教室は補完的な
役割を担うことができるでしょう。私
達もいつでもお手伝いします。
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「上達したい」という純粋な思いを育て
「好き」につながれば素晴らしいですね
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